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はじめに 
 

本審議会は、平成 16 年 12 月、東京都知事より、「谷中霊園再生のあり方」について諮問を

受けた。 

 

現在、都においては、平成 14 年 12 月の本審議会答申「区部霊園の管理について」に基づ

き、霊園再生のリーディングプロジェクトとして青山霊園の再生事業が開始されており、そ

の再生のテーマである「歴史の森」が生まれようとしている。今回の諮問は、青山霊園に続

き、谷中霊園を対象として、その再生のあり方を検討するものである。 

 

谷中霊園は、他の寺院墓地の区域が複雑に入り組んでいること、民家に多く隣接している

こと、また、昔ながらの下町の面影が残っている地域であることなど、青山霊園とは異なる

特徴を有していることから、青山霊園における「霊園」と「公園」を共存させるという取り

組みを踏まえつつ、谷中霊園らしい再生のあり方が求められた。このため、審議会では、諮

問内容について、より専門的な見地から検討を深めるため、「霊園専門部会」を設置した。 

その後、霊園専門部会、公園審議会の双方での審議を行なったうえで、平成 17 年 3 月には

審議の経過を「中間まとめ」として都民に広く公表して意見を募り、そこで寄せられた都民

の皆様からのご意見を踏まえ、本答申をまとめたものである。 

 

審議に当たっては、谷中霊園の持つ「歴史」と「緑」という財産と、「地域性」、「霊園を訪

れる人々」という特徴を踏まえ、これを最大限に活かす方策について検討した。 

そして、「寺町の風情と緑陰に包まれ、まちの歴史を育む空間」を再生のテーマとし、明治

の初めから昔と変わらない佇まいを残してきた谷中霊園を、まちの魅力を作り出す空間として

再生していくことを提言した。 

 

本審議会は、この答申をもとにして、谷中霊園の再生計画がより具体的に推進されていくこ

とを強く期待するものである。 

 

 

平成 17 年 5 月 18 日 

東京都公園審議会  

会長 田邊昇學 
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